
30

30 会計 01

10 款 07

項 01

目 01

A

県

諸収入

　●令和元年度安来市消費生活センター（市民相談係）への相談件数

・消費者問題の弁護士相談会の実施　　2回開催

　●消費者被害防止のための啓発イベントの開催

第11回より良い消費生活のための集い

1．期日・会場 令和元年6月23日（日）　安来節演芸館

2．来場者数　　　 250人

3．内　　容

悪質商法防止の啓発劇 　弁護士の啓発講演

　●消費者被害防止のための広報等

　●安来市消費者教育推進計画の策定

中事業 消費者対策の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 消費者行政推進費 商工費

事業開始年度 令和元年度 商工費

決算事項別明細書 P89

大事業 防災・防犯 担当部署 人権施策推進課

9,275,385 円

財
源
内
訳

国・県支出金 7,100,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 6,132 円

一 般 財 源 2,169,253 円

事業進捗度 － 商工総務費

当 初 予 算 額 10,686,000 円

目
的

消費者を取り巻く諸問題に取組み、消費者
行政を推進していくため、消費者被害の防
止、消費生活に関する相談体制を強化し、
消費者行政の活性化を図る。

予 算 現 額 9,377,000 円

決 算 額

【消費者行政推進事業】 9,275,385円 7,100,000円 0円 6,132円 2,169,253円

一般財源

人件費コスト  B 1.1人役 8,363,300 円 総事業費　　A+B 17,638,685 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

3 49 110 6 168

行政相談 生活相談 消費者問題 その他 合計

消費者講座等の実施件数 20 2 △18

成果指標 目標値 実績値 差引

悪質商法防止の啓発劇の公演、弁護士による啓発講演、その他啓発キャンペーン

・安来市消費生活センターニュース（ホットハート通信）の発行　[全戸配布　年6回発行]

・消費生活カレンダーの作成・配布　[2,200部作成　高齢者独居世帯・小中学校等に配布]

「自ら考え行動する自立した消費者」を育成する消費者教育の推
進を図る目的で策定した。

安来市消費者行政審議会を開催し、安来市消費者教育推進計画業
務を実施した。

安来市消費者行政審議会委員
　10名委嘱　審議会3回開催
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　東京安来会及び近畿安来会を開催し、会員の親睦と安来市活性化のための協力を依頼した。

東京安来会　R1.5.25（土）開催　　参加者　69名   会場：高輪和彊館

近畿安来会　R1.9.28（土）開催　　参加者　73名   会場：中央電気倶楽部

　海上保安協会、島根県中小企業団体中央会、境港貿易振興会、山陰縦貫・超高速鉄道整備推進市町村会議、島

根県鉄道整備連絡調整協議会、中国横断新幹線整備促進島根県期成同盟会・JR伯備線フリーゲージトレイン導入

促進島根県期成同盟会に参画し各事業の促進を図った。

　圏域市長会において、中国横断新幹線（伯備新幹線）の整備要望活動を行った。

決算事項別明細書 P89

商工費

事業開始年度 令和元年度 商工費

事業進捗度 － 商工総務費

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課

中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 商工総務費

0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 1,515,891 円

当 初 予 算 額 1,798,000 円

目
的

関東・近畿在住の安来出身者の親睦を図
り、郷土である安来市の発展に寄与する。
各種団体負担金事業に参画し、団体との連
携を図る。

予 算 現 額 1,798,000 円

決 算 額 1,515,891 円

財
源
内
訳

国・県支出金

【ふるさと会事業】 981,600円 0円 0円 0円 981,600円

一般財源

人件費コスト  B 0.5人役 3,801,500 円 総事業費　　A+B 5,317,391 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

【各種団体負担金事業】 245,800円 0円 0円 0円 245,800円

港湾等の街路灯の維持管理を行った。

【その他事業】 222,471円 0円 0円 0円 222,471円

【新幹線整備推進事業】 66,020円 0円 0円 0円 66,020円

東京安来会 近畿安来会
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過疎

一 般 財 源

　安来市内の高校1・2年生を対象として、製造業をはじめとする市内企業見学を実施し、市内企業に対する理解を

深めた。

伝統工芸品紹介パンフレットの増刷を行った。

決算事項別明細書 P91

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課

事業進捗度 － 商工業振興費

当 初 予 算 額 31,443,000 円

目
的

中小企業の経営改善、革新の取組みを支援
する。

予 算 現 額 42,791,000 円

決 算 額

中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 商工業振興費 商工費

事業開始年度 令和元年度 商工費

人件費コスト  B 0.9人役 6,842,700 円 総事業費　　A+B 49,488,898 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

42,646,198 円

財
源
内
訳

国・県支出金 8,110,000 円

地　方　債 17,500,000 円

そ　の　他 0 円

17,036,198 円

 「ハガネの街、安来」のPR及び中心市街地活性化を図った。

成果指標 目標値 実績値 差引

【やすぎ刃物まつり事業】 7,816,978円 0円 0円 0円 7,816,978円

一般財源

商工会議所、商工会の経営改善普及事業に伴う補助金を交付し、企業の支援を行った。

成果指標 目標値 実績値 差引

会員相談件数（件） 4,000 3,393 △ 607

【商工会議所等補助金事業】 17,900,000円 0円 17,500,000円 0円 400,000円

来場者数（人） 32,000 33,000 1,000

市内での経済循環促進等を図るため、店舗整備補助・家賃補助等を実施した。

成果指標 目標値 実績値 差引

事業を利用した空き店舗等への出店数（件） 5 11 6

【商業再生支援事業】 16,220,000円 8,110,000円 0円 0円 8,110,000円

【企業見学ツアー事業】 548,300円 0円 0円 0円 548,300円

【その他事業】 160,920円 0円 0円 0円 160,920円

企業見学風景① 企業見学風景② 企業見学風景③

会場風景開会式 会長あいさつ
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中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 中小企業金融対策費 商工費

事業開始年度 令和元年度 商工費

決算事項別明細書 P91

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課

97,782,000 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 96,800,000 円

一 般 財 源 982,000 円

事業進捗度 － 商工業振興費

当 初 予 算 額 98,900,000 円

目
的

中小企業の設備投資等の支援を行う。

予 算 現 額 98,290,000 円

決 算 額

【商工業振興給付金事業】 982,000円 0円 0円 0円 982,000円

一般財源

人件費コスト  B 0.2人役 1,520,600 円 総事業費　　A+B 99,302,600 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

0円

中小企業の設備投資等の際、資金調達が容易となるように金融機関に資金を預託した。

中小企業が設備投資等による融資を受ける際の保証料の補給等を行った。

【中小企業金融対策事業】 96,800,000円 0円 0円 96,800,000円
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　新たな賑わいを創出する「賑わい創出事業」、店舗と顧客を繋ぐ「第9回･第10回まちゼミ事業」などを実施し 

た。また、創業支援アドバイザーを雇用し、創業・起業希望者等を対象とした相談会や起業家サロンを定期的に

開催し、市内における創業、第二創業の実現を図った。また、全国まちゼミサミットの地域版である「第1回島根

県まちゼミフォーラムin安来」を山陰で初めて開催し、事業者をはじめ約100名の参加者が新規顧客の獲得や賑わ

いづくりに繋げる為のヒントを学んだ。

決算事項別明細書 P91

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課

10,444,146 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

事業進捗度 － 商工業振興費

当 初 予 算 額 10,723,000 円

目
的

やすぎ懐古館一風亭を拠点に中心市街地の
活性化を図る。

予 算 現 額 10,723,000 円

決 算 額

中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 中心市街地活性化事業費 商工費

事業開始年度 令和元年度 商工費

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 10,444,146 円

人件費コスト  B 0.8人役 6,082,400 円 総事業費　　A+B 16,526,546 円

　やすぎ懐古館一風亭の運営を有限会社やすぎ千軒に指定管理委託し、中心市街地の活性化を図った。

成果指標 目標値 実績値 差引

年間利用者数（人） 23,000 22,812 △ 188

【やすぎ懐古館一風亭管理事業】 4,656,500円 0円 0円 0円 4,656,500円

【中心市街地活性化事業】 5,787,646円 0円 0円 0円 5,787,646円

第2回一風亭寄席

まちゼミ開催事業 得する街のゼミナール

第9回 41店舗・47講座・受講者431名

第10回 37店舗・51講座・受講者485名

起業家ミニスクール（参加者37名）

安来起業塾（参加者29名） 出張！遊ぼう学ぼう講座



まちゼミフォーラム1 まちゼミフォーラム2
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　産業サポートネットやすぎによる計60件の直接支援を実施し、域外マネーの獲得、地域雇用の拡大及び定住促

進を図った。また、独自事業として、小学生ビジネスチャレンジ事業、事業承継事業、先進地視察事業などを実

施した。

やすぎ夢追人支援事業

　 サポートアドバイザー派遣事業

セミナー開催支援事業

展示会・商談会出展促進プログラム

人材育成支援事業

新商品新技術開発支援事業

パッケージデザイン製作支援事業

ホームページ作成支援事業

知的財産権取得支援事業

国際規格認証取得支援事業

 「ヤスキハガネ」の生産管理、製造管理の専門家による、中小企業の販路拡大、製造技術高度化への支援を行

った。また、中部の展示商談会に参加することにより市内製造業の技術力のPR等を行った。

決算事項別明細書 P91

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課

事業進捗度 － 商工業振興費

当 初 予 算 額 13,900,000 円

目
的

地域雇用の拡大、域外マネーの獲得、市内
循環型経済へのシフト、U・Iターンの推
進、企業誘致の促進などにより地域産業の
活性化を図る。

予 算 現 額 20,270,000 円

決 算 額

中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 産業活性化センター事業費 商工費

事業開始年度 令和元年度 商工費

人件費コスト  B 2.0人役 15,206,000 円 総事業費　　A+B 32,097,850 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

16,891,850 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 13,000,000 円

一 般 財 源 3,891,850 円

成果指標 目標値 実績値 差引

【産業サポートネットやすぎ事業】 13,115,330円 0円 0円 13,000,000円 115,330円

一般財源

4

3 3 0

5 9 4

直接支援事業（件） 47 60 13

内
訳

2 3 1

10 14

2 1 △ 1

1 1 0

7 8 1

8 12 4

7 8 1

2 1 △ 1

【商工業振興事業】 3,776,520円 0円 0円 0円 3,776,520円

やすぎ産業体験事業の様子
市内飲食店の消費

喚起を図るチラシ
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　新工業団地への新規立地を図るため、県の協力のもと、関西圏、中京圏を中心に企業誘致活動に努めた。また、

島根県企業誘致対策協議会をベースに、県と一体となり誘致企業への訪問などのフォローアップを実施した。ま

た、立地問合せ案件への対応のため、当該企業の信用情報を収集し、的確な対応に努めた。

　改正企業立地促進条例に基づき、企業が投資した投下固定資本総額の10～30％相当額や、新規雇用従業員数、

空き工場等の家賃に係る経費を奨励金として交付することにより、企業の設備投資及び雇用増大を支援した。

　市内の特殊鋼関連産業をはじめとする「ものづくり企業」における新製品、新技術等の開発や取引拡大に向け

た取組みを支援し、地域経済の健全な発展と雇用の促進を図った。

決算事項別明細書 P91

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課

事業進捗度 － 商工業振興費

当 初 予 算 額 74,988,000 円

目
的

企業誘致活動により企業立地を推進すると
共に、市内製造業の設備投資、雇用拡大を
支援する。予 算 現 額 68,102,000 円

決 算 額

中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 企業立地推進事業費 商工費

事業開始年度 令和元年度 商工費

人件費コスト  B 1.3人役 9,883,900 円 総事業費　　A+B 76,219,420 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

66,335,520 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 55,000,000 円

一 般 財 源 11,335,520 円

【企業立地雇用促進奨励金事業】 55,060,000円 0円 0円 55,000,000円 60,000円

【企業誘致事業】 1,281,520円 0円 0円 0円 1,281,520円

一般財源

【ものづくり企業技術開発等支援事業】 9,994,000円 0円 0円 0円 9,994,000円

成果指標 目標値 実績値 差引

企業誘致及び立地促進による新規雇用者数 40 99 59

成果指標 目標値 実績値 差引

新技術等の開発や取引拡大の支援件数
(産業サポートネットやすぎ夢追人支援事業含む)

5 3 △ 2
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●調査設計委託料

●測量委託料

●登記事務委託料

中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 工業団地整備事業費 商工費

事業開始年度 令和元年度 商工費

決算事項別明細書 P91

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課

38,851,660 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 38,851,660 円

事業進捗度 － 商工業振興費

当 初 予 算 額 0 円

目
的

新たな工業団地を整備し、地域産業の活性
化と雇用機会の拡大を図る。

予 算 現 額 38,853,000 円

決 算 額

【工業団地整備事業費】 38,851,660円 0円 0円 0円 38,851,660円

一般財源

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 38,851,660 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

18,051,900円 （H30繰越）

1,676,160円 （H30繰越）

19,123,600円 （H30繰越）

　平成29年度に実施した、新たな工業団地の開発適地の選定を目的とした適地選定調査に基づき、市内3箇所の候補
地のうち１つを適地として、測量調査設計と用地測量を進めた。また、安来市土地開発公社に依頼した土地の相続
登記手続きに係る事務費部分を事業負担金として負担したほか、計画範囲における埋蔵文化財の試掘調査を行っ
た。
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中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 特別会計繰出金（工業団地整備事業） 商工費

事業開始年度 令和元年度 商工費

決算事項別明細書 P91

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 都市政策課

13,879,548 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 13,879,548 円

一 般 財 源 0 円

事業進捗度 － 商工業振興費

当 初 予 算 額 0 円

目
的

工業団地の整備のため、工業団地整備事業
特別会計への繰出しを行うもの。

予 算 現 額 86,040,000 円

決 算 額

【特別会計繰出金（工業団地整備事業）】 13,879,548円 0円 0円 13,879,548円 0円

一般財源

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 13,879,548 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他
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　新町駐車場、東小路駐車場、安来駅前自転車駐車場及び荒島駅前自転車駐車場の維持管理を実施した。

●荒島駐輪場トイレ改修工事　　　1,728,000円

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課

中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 駐車場管理費

決算事項別明細書 P91

当 初 予 算 額 6,569,000 円

目
的

近隣住民、事業者、商店街利用者及び安来
駅・荒島駅利用者の利便性の向上を図る。

予 算 現 額 6,569,000 円

決 算 額 5,787,243 円

財
源
内
訳

国・県支出金

商工費

事業開始年度 令和元年度 商工費

事業進捗度 － 商工業施設管理費

人件費コスト  B 0.3人役 2,280,900 円 総事業費　　A+B 8,068,143 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 5,787,243 円

一 般 財 源 0 円

　新町駐車場   東小路駐車場

　

【駐車場管理業務】 5,787,243円 0円 0円 5,787,243円 0円

一般財源

　安来駅前自転車駐車場    荒島駅前自転車駐車場



40

30 会計 01

15 款 07

項 01

目 04

A

諸収入

　市内観光地・名勝・旧跡等（要害山公園・鷹入りの滝・川中島公園ほか）の維持管理を行った。

　観光パンフレットの作成や既存のパンフレットを増刷し、県内外の各種イベントやプロモーション、商談会等

で積極的にPRを行った。

　中海・宍道湖・大山圏域観光局、島根県観光連盟、神話の国縁結び観光協会、21世紀出雲空港整備利用促進協

議会をはじめ、他自治体や民間企業等を構成団体とする各協議会（計8団体）に加盟し、市町や圏域の枠組みを

超え、相互に連携を図ることでより効果的な観光事業を実施した。

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 観光総務費 商工費

事業開始年度 令和元年度 商工費

決算事項別明細書 P91

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課

20,174,828 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 7,043 円

一 般 財 源 20,167,785 円

事業進捗度 － 観光費

当 初 予 算 額 20,700,000 円

目
的

観光客の誘致並びにこれに伴う市内の観光
施設管理や地域振興を図る。

予 算 現 額 20,999,000 円

決 算 額

【市内観光地清掃・維持管理業務】 10,757,526円 0円 0円 2,230円 10,755,296円

一般財源

人件費コスト  B 0.9人役 6,842,700 円 総事業費　　A+B 27,017,528 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

【観光情報発信事業】 3,366,302円 0円 0円 4,813円 3,361,489円

 　 12/11～12JR京阪神キャラバン（高槻駅）   1/18～19しまねふるさとフェア2020（広島市）

【広域観光事業】 6,051,000円 0円 0円 0円 6,051,000円
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基金

　施設への観光客誘導のための看板広告、新聞・雑誌・圏域観光マップ等への広告掲載を行った。

　市の観光情報を効果的に発信し誘客推進を図るため、観光キャンペーン事業を観光協会へ委託した。

　安来節演芸館で、市民を対象としたホールの利用促進等の事業を指定管理者であるシダックス大新東ヒューマ

ンサービス株式会社に委託した。3月に予定していた市民感謝イベントは新型コロナウイルスの影響で中止となっ

た。

　観光資源の有効活用、情報発信及び関係団体との連携強化、観光プランの推進、各支部活動等の事業に係る運

営費として、安来市観光協会に補助を行った。

　月の輪まつり振興会の行う各種イベント（花火大会、安来節踊り等）に対し補助金を交付し、地域の活性化と

安来節の普及宣伝を行った。8/14に予定していた花火大会は台風のため中止となった。

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 観光振興費

決算事項別明細書 P91

当 初 予 算 額 56,690,000 円

目
的

市内観光資源の整備・拡充を図り市外・県
外からの観光客への対応力を培っていく。
あわせて、観光キャンペーンにより入込客
の増加を図る。

予 算 現 額 52,412,000 円

決 算 額 51,725,395 円

財
源
内
訳

国・県支出金

商工費

事業開始年度 令和元年度 商工費

事業進捗度 － 観光費

人件費コスト  B 3.0人役 22,809,000 円 総事業費　　A+B 74,534,395 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

0 円

地　方　債 18,700,000 円

そ　の　他 31,200,000 円

一 般 財 源 1,825,395 円

【安来市観光キャンペーン事業】 9,000,000円 0円 5,000,000円 4,000,000円 0円

【観光振興事業】 1,588,440円 0円 0円 0円 1,588,440円

一般財源

【観光協会補助金事業】 36,300,000円 0円 11,700,000円 24,600,000円 0円

【市民感謝デー開催事業】 1,115,000円 0円 0円 900,000円 215,000円

成果指標 目標値 実績値 差引

観光入込客数（人） 1,500,000 1,440,743 △ 59,257

【月の輪まつり振興会補助金事業】 3,721,955円 0円 2,000,000円 1,700,000円 21,955円

宿泊者数（人） 36,000 32,374 △ 3,626
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　貸出用の男踊りの衣装の購入、情報番組への安来節出演等によりPRを行った。

　市内の各交流センターで安来節教室開催や小中学校等へ講師派遣を行い、安来節の普及と振興を図った。

　安来節演芸館の管理運営を指定管理者に委託し、安来節の普及宣伝及び市民交流を図った。

　家元に年間を通じて安来節の講演、上演、各種大会・イベント等に出演してもらい、安来節の普及・振興・宣

伝を図った。

　安来節保存会の行う振興事業（唄い初め会、安来節優勝大会等）に対して補助を行った。

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 安来節振興費 商工費

事業開始年度 令和元年度 商工費

決算事項別明細書 P91

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課

44,140,053 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 7,000,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 37,140,053 円

事業進捗度 － 観光費

当 初 予 算 額 44,245,000 円

目
的

安来節演芸館を核とした観光客へのPRと各
種イベントや宣伝普及事業により安来節の
振興を行う。予 算 現 額 44,245,000 円

決 算 額

【安来節普及宣伝事業】 209,223円 0円 0円 0円 209,223円

一般財源

人件費コスト  B 0.4人役 3,041,200 円 総事業費　　A+B 47,181,253 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

【安来節演芸館指定管理委託料】 36,333,330円 0円 0円 0円 36,333,330円

【安来節教室開催事業】 1,397,500円 0円 800,000円 0円 597,500円

        11/10「ねんりんピックわかやま2019」民謡交流大会で安来節が最優秀賞受賞

【安来節保存会補助事業】 5,000,000円 0円 5,000,000円 0円 0円

【安来節普及宣伝委託事業】 1,200,000円 0円 1,200,000円 0円 0円
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決算事項別明細書 P91

商工費

事業開始年度 令和元年度 商工費

事業進捗度 － 観光費

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 誘客推進事業費

0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 6,204 円

一 般 財 源 5,389,096 円

当 初 予 算 額 5,425,000 円

目
的

安来市観光プランの実施や、魅力ある集客
コンテンツ造成、月山富田城誘客推進事業
を実施し、安来市への誘客推進を図る。予 算 現 額 5,425,000 円

決 算 額 5,395,300 円

財
源
内
訳

国・県支出金

【誘客推進事業】 5,395,300円 0円 0円 6,204円 5,389,096円

一般財源

人件費コスト  B 0.3人役 2,280,900 円 総事業費　　A+B 7,676,200 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

   8/30BSプレミアム「英雄たちの選択」撮影風景     3/12月山富田城跡登頂者2万人達成セレモニー

　歴史雑誌「歴史人」5月号にて、月山富田城跡が山城第1位（全国158の山城の中で）の評価を得たこと、10/16

放送のBSプレミアム「英雄たちの選択」において月山富田城跡が特集されたことによりますます観光客が増加し、

3/12には年間の登頂者数が初めて2万人を突破した。月山富田城跡及び周辺の観光案内やボランティアガイド養

成講座等を観光協会に委託し、受け地対策を行った。また、地域おこし協力隊員の事業としては、市内の観光

素材をWEBマガジンの形で情報発信した。
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●養殖事業の取り組み状況

年度

H22

H23

H24

H25

H26

H27

H28

H29

H30

R1

●養殖技術改善

●生産組織強化

決算事項別明細書 P93

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

事業進捗度 － 特産品振興費

当 初 予 算 額 13,088,000 円

目
的

ドジョウの生産・出荷・販売体制の確立に
より、地域ブランドとしての「やすぎど
じょう」の産地づくりを推進する。予 算 現 額 12,633,000 円

決 算 額

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 どじょう振興費 商工費

事業開始年度 令和元年度 商工費

人件費コスト  B 0.2人役 1,520,600 円 総事業費　　A+B 14,064,470 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

12,543,870 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 7,000,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 5,543,870 円

　ブランドとしての「やすぎどじょう」の生産拡大には、ドジョウ養殖新規参入者の獲得及び養殖池拡大が必要
で、また良質なドジョウ生産は積極的な給餌管理が必要なために多くの経費を必要とする。こうしたドジョウ養殖
経営を支援するために助成事業を展開し、将来にわたって良質なドジョウの安定出荷体制を整備した。(対象事業費
の1/2以内、上限200,000円以内(個人補助金)）

【どじょう振興事業補助金】 7,444,915円 0円 7,000,000円 0円 444,915円

一般財源

生産者戸数 (戸) 養殖池総面積(㎡) 放養稚魚数(万尾) 生産数量(㎏) 販売数量(㎏)

35 50,900 304 4,758 4,099

【その他振興事業】 5,098,955円 0円 0円 0円 5,098,955円

39 49,467 280 3,747 3,903

38 53,122 310 3,362 2,820

35 54,000 334 4,563 3,388

39 55,415 287 4,167 3,521

38 54,260 307 3,685 3,443

　ドジョウ研究所主要施設を効率的に活用することによって、優良稚魚を確実に生産し、また幼魚の年間確
保を行い、一定基準まで到達したドジョウ養殖技術を更に高度なものとして定着させた。

38 57,522 213 4,062 3,701

37 54,260 326 3,911 3,875

38 53,683 350 3,983 3,912

36 56,174 315 4,159 4,259

　ドジョウ生産者及び生産組織の経営改善によりドジョウの安定生産体制を整備した。

稚魚生産作業やすぎどじょう
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　清水月山県立自然公園（清水地区　170ha・鷺の湯地区　20ha・月山地区　170ha）

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 県立自然公園管理費 商工費

事業開始年度 令和元年度 商工費

決算事項別明細書 P93

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課

2,127,517 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 2,127,517 円

事業進捗度 － 観光施設管理費

当 初 予 算 額 2,262,000 円

目
的

清水月山県立自然公園内にあるさぎの湯公
園・清水公園の管理を行うことによって、
自然の保護および公園利用の増進を図る。予 算 現 額 2,262,000 円

決 算 額

【県立自然公園管理費】 2,127,517円 0円 0円 0円 2,127,517円

一般財源

人件費コスト  B 0.1人役 760,300 円 総事業費　　A+B 2,887,817 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

自然公園内桜テングス病防除（月山地区）

　●月山周辺や清水公園には、桜や紅葉の時期に特に観光客が多く訪れることを踏まえ、利用者の多い花見の時
　　期に向けた桜樹の管理および花見期間の公園内清掃、また一年を通じたトイレの清掃管理により利用客の快
　　適性を維持し公園の美観およびイメージアップを図った。
　●さぎの湯公園内の藤棚を撤去し、環境の整備を図った。
　●眺望を確保するため、清水観光協会と連携し、清水公園展望台の雑木の伐採を実施した。
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　観光誘客の要となる市内の3つの温泉（さぎの湯温泉・広瀬温泉・比田温泉）の管理を行い、観光地としてのイ

メージアップを図った。

　●泉源及びポンプ管理

　 （さぎの湯温泉）泉源用深井戸水中ポンプ取替工事　 　　　　　　　　

（比田温泉）送湯ポンプ取替工事他　　　　　　　　

　●温泉施設管理

　 （富田山荘）食堂改修工事

（湯田山荘）空調設備改修工事他

　●その他一般管理

　光熱水費他

※一般財源に入湯税（3,025,650円）含む

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 温泉施設管理費

決算事項別明細書 P93

当 初 予 算 額 25,334,000 円

目
的

温泉の存在は観光客にとって、大きな魅力
となっており、その活用は観光客誘致の要
であるため、温泉施設の整備により観光地
としての価値を高める。

予 算 現 額 28,854,000 円

決 算 額 28,386,725 円

財
源
内
訳

国・県支出金

商工費

事業開始年度 令和元年度 商工費

事業進捗度 － 観光施設管理費

人件費コスト  B 0.4人役 3,041,200 円 総事業費　　A+B 31,427,925 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 20,758,840 円

一 般 財 源        ※ 7,627,885 円

4,660,240円

8,902,173円

【温泉施設管理費】 28,386,725円 0円 0円 20,758,840円 7,627,885円

一般財源

14,824,312円
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A

　上の台緑の村管理組合に指定管理委託し、施設および景観の維持管理及び誘客による観光振興、地域活性化を

図った。また、空調設備や遊具の修繕等を実施した。

●指定管理委託料　10,900,000円

●施設管理費（コテージ7棟、管理棟1棟、交流センター（体育館）他）　2,448,580円

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 上の台緑の村管理費 商工費

事業開始年度 令和元年度 商工費

決算事項別明細書 P93

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課

13,348,580 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 13,348,580 円

事業進捗度 － 観光施設管理費

当 初 予 算 額 13,361,000 円

目
的

人的交流促進並びに観光客誘致によって観
光振興、地域活性化を図る。

予 算 現 額 13,361,000 円

決 算 額

【上の台緑の村管理費】 13,348,580円 0円 0円 0円 13,348,580円

一般財源

人件費コスト  B 0.2人役 1,520,600 円 総事業費　　A+B 14,869,180 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

　　　コテージから島根半島・中海を望む
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A

　鉄の道文化圏リーディングプロジェクトにより整備した白椿ハウスを拠点とした布部ダム湖畔「野だたらと椿

の里」の利用促進を図った。  　

　●「白椿ハウス」の管理運営と合わせて観光案内所として来訪者への案内や情報提供を行った。 　

　●「ふれあいの森」と「白椿公園」の維持管理を行った。 

決算事項別明細書

野だたらと椿の里管理費 商工費

事業開始年度 令和元年度 商工費

事業進捗度 － 観光施設管理費

P93

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業

0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 1,125,540 円

当 初 予 算 額 1,169,000 円

目
的

白椿ハウスを拠点とした布部ダム湖畔「野
だたらと椿の里」の利用促進を図る。

予 算 現 額 1,169,000 円

決 算 額 1,125,540 円

財
源
内
訳

国・県支出金

【野だたらと椿の里管理費】 1,125,540円 0円 0円 0円 1,125,540円

一般財源

人件費コスト  B 0.1人役 760,300 円 総事業費　　A+B 1,885,840 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

白椿大橋 布部ダム湖面
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A

　指定管理者である山佐ダム体験交流施設管理組合に管理運営を委託し、山佐ダムの水を生活用水・工業用水と

して利用している流域住民との交流を深め、ダムの持つ重要な役割を理解してもらうとともに、ダムの自然美を

PRし、体験交流施設等の利用の促進を図った。

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 山佐ダム体験交流施設管理費

決算事項別明細書 P93

当 初 予 算 額 2,054,000 円

目
的

体験交流型レクリエーション施設として利
用促進を図る。

予 算 現 額 2,054,000 円

決 算 額 2,042,304 円

財
源
内
訳

国・県支出金

商工費

事業開始年度 令和元年度 商工費

事業進捗度 － 観光施設管理費

人件費コスト  B 0.1人役 760,300 円 総事業費　　A+B 2,802,604 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 2,042,304 円

【山佐ダム体験交流施設管理費】 2,042,304円 0円 0円 0円 2,042,304円

一般財源

山佐ダム体験交流施設 きのこ狩りの集い(きのこ鑑定風景）
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目 06

A

諸収入外

　　　広瀬絣説明パネル改修

決算事項別明細書 P93

商工費

事業開始年度 令和元年度 商工費

事業進捗度 － 観光施設管理費

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 絣センター運営費

0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 5,444,868 円

一 般 財 源 3,596,001 円

当 初 予 算 額 9,246,000 円

目
的

地域の歴史や伝統を体感できる「体験型観
光」の振興を図る。

予 算 現 額 9,752,000 円

決 算 額 9,040,869 円

財
源
内
訳

国・県支出金

【絣センター運営費】 9,040,869円 0円 0円 5,444,868円 3,596,001円

一般財源

人件費コスト  B 0.3人役 2,280,900 円 総事業費　　A+B 11,321,769 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

広瀬絣制作風景 藍染め体験

マスコミ取材風景

　観光ルートの核となる施設の一つとして広瀬絣センターの管理運営を行った。
　●市の特産品及び伝統工芸品の展示販売
　●観光案内、県指定無形文化財の広瀬絣の制作説明、藍染の体験指導等
　●広瀬絣制作技術の保存と伝習
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A

諸収入外

　観光交流プラザ及び安来駅前自転車駐車場を一体として、新たに指定管理者制度を導入した。

　観光案内業務のほか観光事業と情報発信を行い観光客の入込増に向けた取り組みを行った。また物販事業を行

い特産品や土産品の販売と販路の拡大に努めた。施設内には、行政サービス窓口も併設し、住民票や印鑑証明の

即日交付、イエローバスの定期券発行などを実施した。

　＜観光交流プラザ＞

　●行政サービス利用者  7,352人

　●観光案内利用者　   24,081人

　●ギャラリー入場者　  3,330人

　●特産品等購入者　   33,020人

　●フォトブース利用　　1,445人

　●改札通過人数　　　328,069人（参考R1/10月～R2/4月）

　●レンタサイクル　　　　151件

　＜安来駅前自転車駐車場＞

　●定期券発行　 586件

　●一日利用　11,387件

決算事項別明細書 P93

商工費

事業開始年度 令和元年度 商工費

事業進捗度 － 観光施設管理費

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 観光交流プラザ管理費

0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 77,535 円

一 般 財 源 27,203,081 円

当 初 予 算 額 28,397,000 円

目
的

集客により人々が集い、憩い、交流するこ
とによる地域活力向上を図る。

予 算 現 額 27,420,000 円

決 算 額 27,280,616 円

財
源
内
訳

国・県支出金

【観光交流プラザ管理費】 27,280,616円 0円 0円 77,535円 27,203,081円

一般財源

人件費コスト  B 0.2人役 1,520,600 円 総事業費　　A+B 28,801,216 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

「たたら」紹介コーナー開設 物品倉庫新設
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使用料外

決算事項別明細書 P93

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課

事業進捗度 － 観光施設管理費

当 初 予 算 額 33,101,000 円

目
的

地域振興及び観光振興を図る。

予 算 現 額 32,492,000 円

決 算 額

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 道の駅あらエッサ管理費 商工費

事業開始年度 令和元年度 商工費

人件費コスト  B 0.4人役 3,041,200 円 総事業費　　A+B 33,622,807 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

30,581,607 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 18,437,640 円

一 般 財 源 12,143,967 円

8月　縁日屋台村 10月　新米とまいもん祭り

12月　クリスマスイベント 非常用発電機の設置

　●集客推進・イベント
　・島根県及び安来市の東の玄関口である島田地区に整備している道の駅の施設管理を行った。
　・道の駅への集客を促進するため各施設出店者と協力し、四季折々や週末等に多目的施設を使用した各種イベ
　　ントを開催し、又、各種宣伝媒体を利用して道の駅の知名度を高め、利用促進を図った。
　・主な主催イベント：4月8周年イベント・8月縁日屋台村・10月新米とまいもん祭・12月クリスマスイベント
　　　　　　　 　　 　1月新春福袋・1～2月だんだんふるまいデー（各月1回）
　　　　　　　 　　 　通年定期イベント:ジャンボサイコロイベント等
　●防災機能向上
　・防災機能向上のため、国土交通省松江国道事務所と連携し、非常用発電機を設置した。

【道の駅あらエッサ管理費】 30,581,607円 0円 0円 18,437,640円 12,143,967円

一般財源
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A

過疎

　市を代表する観光地である清水寺において、玄関口にあたる大門駐車場から清水寺参道にかけて、川への転落

防止柵の設置、遊歩道及び多目的スペースの整備を行い、観光地として魅力向上を図った。

　●工事請負費　14,999,040円

事業実施前

事業実施前

事業完了後

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 観光施設整備費 商工費

事業開始年度 令和元年度 商工費

決算事項別明細書 P93

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課

14,999,040 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 14,900,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 99,040 円

事業進捗度 － 観光施設管理費

当 初 予 算 額 15,000,000 円

目
的

観光施設の整備

予 算 現 額 15,000,000 円

決 算 額

【観光施設整備費】 14,999,040円 0円 14,900,000円 0円 99,040円

一般財源

人件費コスト  B 0.3人役 2,280,900 円 総事業費　　A+B 17,279,940 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他
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県

過疎

使用料外

　平成12年4月より民間の事業者の撤退を受け、一部事務組合方式で運営する広域生活バス（通称：ｲｴﾛｰﾊﾞｽ）の

運行を開始し、平成16年の市町村合併後は新市で運行を引き継いでいる。

「安来＝竹矢線」の運行を開始することとなった。また、利用者が限定的な広瀬南部の3路線では、地元と協議

し、デマンド形式の運用を開始した。　

　中型車両を1台更新と、教育委員会の廃車分を1台改造し老朽化した車両の代替とした。

　飯梨バス停に待合所を設置し利便性向上を図ったほか、県道整備に伴い足立美術館前停留所を移設した。

　老朽化した広瀬バスターミナルの大屋根を撤去し、施設の安全性の向上を図った。

広瀬バスターミナル大屋根撤去 飯梨バス停留所

　合併以前より旧広瀬町が仁多交通（現　奥出雲交通）に西比田地区から三成地区までのバス運行を委託してい

たものを新市になっても引き継いで委託している。西比田地区は奥出雲町の経済圏域にもなっており、同地区住

民の生活の利便性の向上に努めている。

　なお、運行欠損金を奥出雲町との距離按分により補助している。 利用実績数

　平成17年度より、南部町の運行する路線バスの1系統が須山地区に乗り入れを行い、その経費の一部を負担し

ている。 利用実績数　 18人

大事業 都市基盤・生活 担当部署 地域振興課

中事業 道路交通網の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 バス事業費

決算事項別明細書 P95

当 初 予 算 額 270,655,000 円

目
的

地域住民の日常生活を支える交通手段の確
保を図る。利便性の高い公共交通を提供
し、地域内外の移動の円滑化を図り、交流
と地域の活性化を促進する。

予 算 現 額 275,396,000 円

決 算 額 273,953,238 円

財
源
内
訳

国・県支出金

商工費

事業開始年度 令和元年度 商工費

事業進捗度 － バス事業費

人件費コスト  B 2.5人役 19,007,500 円 総事業費　　A+B 292,960,738 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

12,354,000 円

地　方　債 22,000,000 円

そ　の　他 44,509,763 円

一 般 財 源 195,089,475 円

　令和元年度の取組として、廃止を予定される日ノ丸バスの代替手段の確保を関係者と協議し、令和2年4月から

【広域生活バス運行事業】 243,433,322円 12,171,000円 0円 41,072,763円 190,189,559円

一般財源

イエローバスの乗車人員年間累計数 360,000人 303,669人 △56,331人

乗車人員推移
H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

成果指標 目標値 実績値 差引

1,326,000 円

【代替バス運行事業（奥出雲交通）】 2,530,836 円 0 円 0 円 0 円 2,530,836 円

366,966人 332,633人 323,888人 327,202人 312,787人

【車両購入・バス停整備事業】 26,763,000 円 0 円 22,000,000 円 3,437,000 円

1,114人

【バス運行補助（南部町）】 153,000 円 0 円 0 円 0 円 153,000 円



　住民組織との協助によりボランティア輸送を実施し、イエローバスが運行困難な地域在住の方をバス停ま

で輸送することにより、公共交通空白地の解消を図った。また、比田地区では地域内輸送を有償化し、ドラ

イバー確保対策を行うとともに買い物支援事業を実施した。他に冬季スクールバス運行を行った。

地域内輸送利用実績　　　　宇波242人　　　比田340人

【生活交通ネットワーク再編事業】 1,073,080円 183,000円 0円 0円 890,080円


